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1 背 景とねらい

昭和63年 度において、春作レタスでの低温による生産不安定要因を解消する手段と

して、通気性被覆資材のべたがけの効果を指導上の参考に供したところであるが、その

除去時期については未検討であつた。

また、経費の面からポリピユールアルヨール材 (PVA)以 外に、ポリプロビレン材

(PP)や ポリエステル材 (PETP)が 導入されているJllも多いので、べたがけの種

類別の除去時期についても併せて検討した結果知見が得られた。

そこで 「63年 度指導上の参考事項」の追補として参考に供する。

2 技 術の内容

1)べ たがけの除去時期は、レタスの生育段階と温度条件で判断する。

(1)温 度条件はPVA使 用を前提とした場合、半旬の最高気温 く外気温)が 16℃

程度に達する頃となる。従って、作型により被覆期間は異なる。 (表‐1,表 ‐2)

(2)温 度条件では長期間被覆可能な作型でも、生育段階では結球始期前 (本葉 10
～ 11枚 )除 去を原則とする。

2)そ れ以後の便用は生育促進には効果があるものの、品質、特に結球葉色を悪くし、

品質低下 (腐敗球や変形球多発)の 要因となる。

3)PPお よびPETPに ついては、PVAよ り5～ 7日早い時期が除去時期となる。

4)適 応地域 県 下全域

3 指 導上の留意点

1)べ たがけによって収穫が早まるので、収穫通期を見逃さないようにする。

2)生 育に合わせて被覆資材の張りを緩めるか、予め緩衝材 (ワラ束等)を 置くなど配

慮する。

3)べ たがけ除去後は直ちに殺菌剤等を散布し病害虫を予防する。

4 当 該事項に係る試験研究課題名

気象被害等生育阻害軽減対策技術の確立

通気性被覆資材利用による栽増環境の改善と品質向上効果
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5 試 験結果の概要

表-1 特 性・収量調査 タフベル3000Nの 場合
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